００－００－０００００　りんくはじめ
　パソコンを構成するさまざまな部品や装置、周辺機器は、人間の命令を受けてデータを作ったりする作業を絶え間なく行っている。データの流れの中心に位置するのはＣＰＵで、キーボードやマウスから入力された人間のアイディアはすべてＣＰＵに運ばれて加工され、そこからハードディスクやプリンタなどに送られる。ＣＰＵはメモリと呼ばれる専用の仕事場を持っており、データをつくったり加工したりする作業はすべてそこで行う。性能のよいＣＰＵほど仕事は速いし、メモリは大きい方がＣＰＵの仕事ははかどる。ただし、ＣＰＵやプリンタはあくまでもデータを加工したり出力したりするための装置に過ぎない。これらの働きをコントロールするのはソフトの役目だ。ソフトには大きく分けて基本ソフトとアプリケーションソフトの２種類がある。
